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第 I 編は健康な成犬(合) 25頭を使用し，その上顎前歯部に，有根橋体を具えた架工義歯(レジン :47例





































同旧君の論文は， レジン宿根橋体 Acrylic Root Pontic ~こ関する研究で，第 1 編は動物実験によって組
織学的に裏付けをなし，第 E 編は臨床的観察 lこ基ずくその応用を試みたものである。















を対称に選んでいる。有根橋体の長さに関しては， Short root type と Long root type と何れが良いか
の 2 説に分かれ，解決はされないままになっている。岡田君は， 歯肉退縮や歯槽骨突起の吸収がある症例
に short root type の長さを与えると，橋体の底部が露出してしまうとの見地から，従来の short root 
type より長い自にするべきことを提唱した。有根橋体の太さに関しては，天然歯根の場合より細くするこ
とが通則とされていたが，歯周疾忠のある症例に対しては，従来の形式より太い目のものを使用した方が歯
間乳頭の回復に適応していることが明らかにされた。 x線的には， 全観察を通じて歯槽骨の吸収が殆んど
おこらず，動物実験における，組織所見とも一致したことは注目すべき点である。以上の結果は， Tinker 
(1920) 以来無条件に認められてきた，有根橋体の適応症の問題に検討を加えた点でつ志義がある。
これを要するに本論文は，有根橋体に関するこれ迄の諸説に対し，新しい角度から検討した結果， 更に
一段とその解釈を進めた点と， レジン有根橋体の応用の面でその可能性を明らかにし， 有根橋体の適応の
範囲を拡大した点で貴重である。 よって本論文は歯学博士の学位論文として十分の価値があるものと認め
られる。
-282 ー
